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1 はじめに 

1.1 委託業務の目的 

 

宇宙分野の裾野拡大と宇宙活動を支える人材の育成は、我が国の喫緊の課題である。そのた

めには、自然科学分野に加えて、人文・社会科学分野の人材が宇宙分野に参画する機会を作り、

大学での人材育成基盤を確立する必要がある。 

 

本委託業務では、宇宙ビジネスにおける宇宙ルール形成を主導する人材の育成を目指す。 

 

第一に、宇宙法や宇宙技術開発、宇宙ビジネス、宇宙考古学など文系・理系の学生が宇宙分

野（宇宙利用）について参画する機会を創出するために、全学共通科目「宇宙利用論」を開講す

る。 

 

第二に、宇宙ビジネス分野における人材育成として、宇宙技術開発の現状とビジネスに展開す

る上での課題を学び、それらの学びから新たな宇宙ビジネスに展開できる事業提案能力の育成を

行うために、宇宙ベンチャー企業と連携し宇宙ビジネスに関する国内研修及び海外インターンシッ

プを開発する。 

 

第三に、宇宙ルール形成分野における人材育成として、各国の宇宙法分野の研究者との人材

及び研究交流の場を創出し宇宙ルールの形成に必要となる国際コミュニケーション能力を育成す

るために、国際宇宙法学会（ IISL: International Institute of Space Law ）による宇宙法模擬裁判

大会アジア地区大会及び宇宙法国際シンポジウムを開催する。 
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1.2 業務の方法 

 

令和 6年度は以下の通り各事業を実施した。 

 

① 全体統括及び全学共通科目継続開講 

 

a.全体統括 事業全体の進捗を把握するため、統括会議を 4回開催した。 

b.全学共通科目継続開講 

全学共通科目「宇宙利用論」を継続開講した。人文・社会・自然科学の研究者による講義を実

施した。また、宇宙ベンチャー企業等の外部機関と連携して講義を継続実施した。 

令和 7 年度の大学入学予定者向けにプレ講義を実施し、履修者数確保に向けた積極的な取り

組みを行った。 

 

② 宇宙ビジネス国内及び海外研修実施 

 

宇宙ビジネスに関する国内及び海外研修を実施した。 

国内研修については、令和 5 年度に引き続き宇宙ベンチャー企業と連携して宇宙技術開発の

現状を学び新たな宇宙ビジネスの提案を行う研修を実施した。 

海外研修については、海外現地訪問による海外研修を実施した。日本の宇宙産業及びその他

の企業から、事業を海外展開する際の現状と課題について学んだ。 

 

③ 宇宙法模擬裁判大会アジア・太平洋地区大会及び国際シンポジウム実施 

 

宇宙法模擬裁判大会アジア・太平洋地区大会及び終了後に関連事業として大会参加者や国内

外の宇宙法研究者による国際シンポジウムを実施した。模擬裁判大会については書類選考の上

16 チームを招へいした。裁判官役として国内外から研究者と実施本部である IISL 理事等の関係

者を合計 22名招へいした。模擬裁判大会実施に併せて宇宙法に関する国際シンポジウムを開催

した。 

 

④ 広報活動 

 

本課題の研究協力者や協力機関の確保、及び本課題の成果をより広く普及させるための広報

活動についても積極的な取り組みを行った。 

具体的には、宇宙ビジネス国内研修を日本橋の宇宙産業イベント SpaceWeek で実施した際に

は、BSテレ東にて令和 6年 12月 22日(日)16 時～16時半、「日本が挑む！シン・宇宙ビジネス～

ラストフロンティアの引力～」にて放映された。 
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北海道大樹町、スペースコタン社との産官学連携協定を締結し本学で調印式を実施したことを

プレスリリースした結果、令和 6年 11 月 21 日(木)に Yahoo！ニュースに掲載された。 

 

⑤ 自発的な研究活動等 

 

自発的な研究活動等に関する実施方針に基づき、所属機関が認めた範囲で自発的な研究活動

等を推進した。 
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2 実施内容 

 

2.1全体統括及び全学共通科目開講 

 

統括会議の実施 

 本事業の実施にあたり、統括会議を 4回実施した。日付、議題は以下の通り。 

1 回目 日付 令和 6 年 6月 10 日(月) 

議題 宇宙法模擬裁判大会、宇宙法国際シンポジウム、各事業進捗確認 

2 回目 日付 令和 6 年 7月 30 日（火） 

     議題 海外研修（シンンガポール）運営方法 

3 回目 日付 令和 6 年 11 月 20 日（水） 

     議題 北海道大樹町地域連携協定、宇宙ビジネス国内研修企画案 

4 回目 日付 令和 7 年 1月 31 日（金） 

     議題 宇宙ビジネス国内研修実施方法 

 

 

全学共通科目開講 

全学共通科目「宇宙利用論」を以下の通り開講した。 
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講義資料（一部） 
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講義後のアンケート結果（一部抜粋） 

 

 "宇宙は興味があることがたくさんあります。分からないことだらけだからこそこの授業で宇宙を少しでも理

解出来たらいいなと感じました。空気がないってすごい不思議な感覚です。行ってみたいです。" 

 水、炭素、栄養素含めた宇宙での閉鎖環境でも生態系はできるのか気になりました。 

 小 3か小 4の時に「どうしたら宇宙飛行士になれるか」と質問した学生のことを覚えていましたか。 

 "貴重なお話ありがとうございました。宇宙空間での人間の体の変化や桃太郎と浦島太郎のお話面白かっ

たです。乗り物酔いしやすい人は宇宙酔いしやすいのでしょうか。" 

 "「人間を宇宙で育てたらどうなるのか」と疑問を持ちました。地球で生活してる人間が宇宙に行ってそこま

での順応をするなら、宇宙で育てればより宇宙に適応して健康被害も少ない人間進化版ができるのではな

いかと気になりました。ですが、それは新しい生命体として人間ではないものになってしまう気もするので、

新しい闘い等複雑な面もあるかなと想像してます。貴重なお時間を誠にありがとうございました。" 

 専門性の高い方から、宇宙の話を聞くことができ、非常に貴重な講義になりました。 

 "貴重なお話を聞くことができました。特に心理面に興味を持ちました。閉鎖的な空間での人間関係やメンタ

ル、ストレス耐性など地上の人間と重なることが多いと思いました。宇宙飛行士向けの保険があるのか、そ

の内容も気になりました。また飛び立つ 1日前の過ごし方も気になりました。" 

 ロケットから国際宇宙ステーションへはどのように乗り移るのですか？ 

 "宇宙飛行士の方のお話を聞けたのはとても貴重な機会でした。宇宙に行くまでの訓練などの中で一番キ

ツかったことなど伺ってみたいです。" 

 "宇宙飛行士の方のお話を聞くことができ非常に刺激的な講義でした。また宇宙をかなり近くに感じることが

できました。"宇宙ステーションでの食生活を教えていただきたいと思いました。 

 初めて宇宙飛行士の方から直接お話を聞くことができてとても興味深かった。「宇宙にロマンを抱いていな

かった」と仰っていたのが意外であったが、それ故に冷静な目で物事を見ることが出来たのかと思った。 

 "人生で初めて宇宙飛行士の方からお話を伺ったため、驚くことが多く楽しい時間でした。個人的に質問に

も答えていただいて知見が深まりました。ありがとうございました！ 

 また、宇宙食の中にマヨネーズやソースに似た調味料があることに驚きました。軽くなら料理をすることもあ

るのでしょうか？" 

 初めて宇宙飛行士の方の話を生で聞くことができて面白かったです。宇宙ステーションでは国籍や戦争事

情に関係なく仕事ができているという話を聞いて、本当に賢い大人は武力行使を選ばないのだなと思いま

した。 

 （質問）ISS 老朽化によっては 2030 年ごろに運用中止になるという話が出ていますが、もし第二の ISS が作

られるとしたら何か改善して欲しいことや期待することがあれば教えて下さい。 

 宇宙ではどんな感覚なのか、宇宙にいることで体にどんな影響が出るかを知ることができた。 

 今日の授業で宇宙に対する興味が深まった気がした。" 

 "本日はありがとうございました！ 

 宇宙に行くのにパスポートなどは必要ですか？" 

 地球に帰ってしたかったこと、一番最初にしたことはなんですか。 
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 "宇宙に行くことで、身体の臓器に影響が出る点がとても興味深かったです。貴重なお話を本当にありがと

うございました！" 

 "本日は貴重なお話をありがとうございました 

 実際に宇宙飛行士の方のお話を聞く機会は初めてだったので、実際にどんな生活をしているのか、どのよ

うな仕組みになっているのかなど、興味深いお話がたくさんあり、勉強になりました。医学的観点からの人

間の体の変化などが面白かったです。 

 地球を出発して、どれぐらいの時間で宇宙ステーションに到着するのかが気になりました。" 

 宇宙飛行士になる為に肉体的なトレーニングが必要という話はよく漫画やインタビューなどで知っていたが、

メンタル的なサポートや地球に帰った後にフィジカルダメージが出ないようにアフターケアがあることに驚い

た。 

 非常に興味深いお話ありがとうございました。宇宙での生活や地球に帰ってきた時の社会の見え方のお話

を聞けて有意義な時間になりました。我々が生活している地球の環境が当たり前ではないことを改めて知

ることができて良かったです。 

 宇宙飛行士が帰ってきた後に立てないということはよく聞いたが筋肉ではなくバランス感覚は原因だという

ことは驚いた 

 "貴重なお話ありがとうございました。 

・ 宇宙にいる間、なにか想定外なことは起こりましたか？その際はどのように対応しましたか？ 

・ 地球に帰ってきてもなかなか抜けなかったクセはありましたか？ 

・ 出発前の訓練や試験で一番辛かった、一番印象に残っているものはなんですか？" 

 今回の授業で宇宙飛行士からお話を聞けるとても貴重な機会をいただいた。地球という、本来人間が生活

するところから離れて、軽い赴任みたいな感じだと思うがとてもロマンがあり、自分が今まで聞いたことのな

い話を聞いた。人間は地球という重力空間で生活するように体が構造されている。実際宇宙空間に行った

際、今前とは違う生活様式や、体の構造では体験したことのない無重力を体験し、さまざまな変化が起こる

ということを今回詳細に教えていただいた。 

 今回が初めて宇宙飛行士の方のお話を聞く機会であったが、ネットで見たり聞いたりしたような情報を超え

てくる実際に体験した方からのお話はどれも興味深く、自分の経験では得られない話ばかりだったのでとて

も楽しかった宇宙ステーションでの時間軸は地球で言うとどこの地点での時間を基準にしているのか 

 貴重なお話をしていただけて本当に良かったです。宇宙ステーションの水事情など地上に住んでいる私た

ちの常識外の話がたくさんありとても興味を惹かれました。 

 自分が想像していた宇宙の生活と異なる点が意外と多くて驚きました。特に、宇宙食はあまり美味しくない

イメージがあったのですが美味しく食べられるということが意外でした。宇宙技術がどんどん進歩しているの

で、いつか宇宙旅行がより普及し、宇宙がより近いものになればいいと感じました。 

 実際に宇宙飛行士の話が聞けて凄かったです！質問にも答えて下さりありがとうございます！ 

 とても貴重な機会をありがとうございました。日常の話から医学的な話まで面白かったです。ですが、人柄

が興味深かったです。謙虚だけど芯のある感じが、こういう人だからこそ宇宙飛行士になるのかなと感じま

した。質問として、出たゴミはどのタイミングで回収されるのか、回収されたものは地球上に戻ってくるのか

などが気になりました。 
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 宇宙飛行士というと軍のパイロット出身者や理工系の人材が多いイメージがありますが、先生が実務を経

験した中で欲しいと感じた人材について知りたいです。 

 "実際に宇宙で経験したものを聞くことができて面白かったです。 

 いちばん興味深かったのは言語のことで、クルーたちが独自で作ったというエピソードが印象的でした。 

 宇宙で食べた中でおいしかった食べ物、おいしくなかった食べ物などあれば教えていただきたいです！" 

 質問です。月に移住するなどの話があがっていますが、実際宇宙に行ってみて、それは民間人にとって現

実的なのかどうかを知りたいです。 

 大変ためになる講義でした。地上と ISS の方ではこんなにも差があるのかと驚かされました。 

 " 宇宙の話を聞くと、日常とかけ離れすぎていて夢物語のような感じがするものですが、なんだか実感が

湧くような現実的な話が聞けて本当に面白かったです。 

 ロシアの基地で、先代の宇宙飛行士が残したお酒を見つけて「やったぜ！」というようなシーンを漫画で見

たことがあるのですが、ISS のきぼうで先代の日本人宇宙飛行士が残したものは何かありましたか？" 

 貴重な話をしていただきありがとうございました。とても面白かったです。 

 実際に宇宙に行った人のお話をお聞きできて、とても貴重な体験になりました。 

 生活排水や実験で出た排水はリサイクルしているとのことですが、排泄物やゴミ等の処分はどうしているの

かが気になった。また、宇宙に捨てているのならば問題になるのではないのかと思った。 

 宇宙食って誰でも作れるものなんですか？もし作れるなら基準が知りたいです。1 番良かった宇宙食ってな

んですか？ 

 "JAXA や政府から他国の研究のデータを貰ってこいと言われたりして、他国の飛行士と実験データの交換

や交渉等をする、或いは非合法的な手段で取って来たりする事はあるのでしょうか。 

 宇宙エレベーターについて、実現可能性や実現した際の社会への影響等、如何お考えでしょうか。" 

 "宇宙空間に行ったことがある方の話を聞くことが初めてだったので、とても興味深く今後も宇宙について知

りたいと強く思った。 

 当たり前のことが当たり前でなくなる空間であり、その一方で地球と変わらない普通の空間である宇宙は、

とても面白い空間であると感じた。" 

 宇宙での生活がかなり詳しく解説されていたのでとても今日興味深かったです。 

 "宇宙空間でのとてもリアルな話が聞けて良かったです。 

 ありがとうございました。" 

 実際に宇宙に行った人の話を聞けて、とても貴重な体験になった。宇宙ステーションの良いところや不満に

思ったところなど、実体験したからこそ言える話が聞けて楽しかった。国の代表でもあり、人類の代表という

立場で宇宙ステーションにいると聞いて、すごいことなんだなと改めて認識した。 

 排泄物で固形は捨てるという話でしたが、どこに捨てるのですか？ 

 とても貴重な授業でした。宇宙に行きたい欲が出てきました" 

 実際に宇宙に飛び立った方のお話を聞くことで授業の夢中度も上がり楽しく興味ある充実した 105 分。 

 宇宙に行く前後で変わった価値観、モノの見方などありましたら教えていただけると嬉しいです。" 

 宇宙、海底、地上で時間の流れの感じ方に違いはありましたか。 



12 

 

 宇宙ステーションでの生活の様子などネットには載っていないリアルなお話が聴けてとても楽しかったです。

私は幼い頃から宇宙に興味があって、何かしらの形で宇宙に関わるような職業に就きたいと思っています。

またお会いできるように頑張りたいと思います。 

 無重力にいると目が押されて潰れてしまうというのは非常に面白かったです 

 なかなか聴くことができない宇宙にまつわるお話を聴くことができて楽しかった。わかりやすく、丁寧にお話

ししてくださったので、より宇宙ステーションに興味が湧いた。 

 宇宙にいる中で、バランス感覚がなくなっていくのはわかっていたが、目が老眼になっていくことには驚いた。

体液がのぼっていくと鼻詰まりや鼻声、顔がぷっくりすることを初めて知った。閉鎖的空間の中で、うまくや

っていける人とやっていけない人の特徴を調べてみたいと思った。VUCA 時代、大事なものを教えてもらっ

たので、これからの大学生活でそれらを育てていきたい。 

 ありがとうございました。元々宇宙に興味があったので面白かったです。「ISS は普通だった」というスタンス

が印象に残りました。 

 宇宙酔いの為の訓練などをすると乗り物酔いにも強くなりますか？ 

 宇宙飛行士を目指す人の職歴やミッション終了後の活動や進路について 

 興味深い講義で面白かったです。ありがとうございました 

 宇宙での様々な話を聞けてとても興味深かったです。宇宙に実際に行った方にしか説明できないような話

が面白かったです。宇宙飛行士は宇宙に行って宇宙の研究をするものだと勝手に思っていたのですが、地

球での実験を持っていき、宇宙でしかできない実験だったり、宇宙環境を活かした研究が行われていること

を初めて知りました。また、宇宙に行くだけならばこれからは宇宙旅行などの機会が増えてくるのも嬉しかっ

たです。 
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宇宙利用論プレ講義の実施 

 

全体統括会議及び全学共通科目開講では具体的な実施内容として、新入生及び在学生を対

象に認知促進と受講生確保を目的とした「宇宙利用論プレ講義」を以下の通り実施した。60 名の

申し込みがあった。 

 

指定校推薦や内部進学者には合格書類に以下の案内文を送付した。一般入試入学手続き者

には、学習院大学ホームページ及び広報大使 さくまサン ツイッター（@Saku_Gakushuin）におい

て告知した。 
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2.2 宇宙ビジネス国内及び海外研修実施 

 

宇宙ビジネス国内研修の実施 

 

令和 6年 11月 17日(日)・20 日(水)・21 日(木)に「宇宙ベンチャー企業研修」を実施し、8名の申

込があった。同期間中に日本橋で行われる宇宙産業イベント「NIHONBASHI SPACE WEEK 2024」

に学生が宇宙ベンチャー企業Space BDの研修生として参加した。来場者への企業概要説明や出

展企業へのヒアリングなど行った。 

 

「NIHONBASHI SPACE WEEK」は、国内外の政府、宇宙機関、アカデミア（学術団体）、民間宇宙

ビジネスなどが参加する世界有数の宇宙産業イベントである。 

 

当日の模様は、令和 6 年 12 月 22 日(日)16 時～16 時半、BS テレ東「日本が挑む！シン・宇宙

ビジネス～ラストフロンティアの引力～」にて放映された。 

 

令和 7 年 2 月 28 日(金)に、Space BD(株)日本橋オフィスにおいて、在学生を対象に「宇宙ベン

チャー企業研修」を実施した。学習院大学ホームページ及び広報大使 さくまサン ツイッター

（@Saku_Gakushuin）、在学生用ポータルサイト（G-port）において告知した。15 名の申し込みがあ

った。本研修では、Space BD 社員と本学学生が同じグループになり研修を受講した。 

 

研修受講者へのアンケート結果では、参加動機としては、昨年度と同様に宇宙、宇宙利用論、

ベンチャー企業、宇宙産業、本研修内容への興味・関心挙げられた。その他には、就職活動準備

や宇宙ビジネスにおける新規事業企画立案への興味・関心などがあった。 
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宇宙ビジネス海外研修の実施 

 

令和 6年 9月 10日(火)から 9月 14日(土)に「宇宙ビジネス海外研修」を実施し、16名の申込が

あった。目的は、「日本の宇宙産業の海外展開を担う人材の育成」である。日本産業における主要

海外拠点のひとつであるシンガポールを研修地として、宇宙だけではなく様々な産業の海外展開

を学んだ。 

 

本研修では学生を引率しシンガポールの様々な企業を訪問した。3 泊 5 日のプログラムでは、

宇宙産業、銀行、不動産業などの現地企業を訪問し、現場で働く方々から日本企業の海外展開

戦略や国際市場でのビジネス運営について講義を受け意見交換を行った。 
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2.3 宇宙法模擬裁判大会、国際シンポジウム実施 

 

宇宙法模擬裁判大会実施 
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宇宙法国際シンポジウム実施 
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3 まとめ（令和 4年度から令和 6年度） 

 

令和 4年度から 6年度における実施内容は、以下の通りである。 

 

令和 4年度は各事業実施に向けた事前準備を行った。 

 

①全体統括及び全学共通科目開講準備 

a.全体統括 

事業全体の進捗を把握するため、統括会議を 3回開催した。 

b. 全学共通科目開講準備 

令和 5 年度に開講予定の全学共通科目「宇宙利用論」準備のために、人文・社会・自然科学の研

究者による担当講師の調整、講義内容及び資料の確認を行うなど講義計画を策定した。 

 

②国内研修及び海外インターンシップ事前調査 

令和 5 年度の実施に向けて、国内研修及び海外インターンシップ事前調査を行った。具体的には、

宇宙ベンチャー企業と連携して宇宙技術開発の現状を学び新たな宇宙ビジネスの提案を行う国

内研修を実施した。海外インターンシップ候補先として 10 社程度を選定し、実施時期や実施内容

について交渉を行った。一部については現地にて最終確認を行う代わりに、オンラインによる海外

インターンシップや、海外との連携に強みを持つ国内企業との連携を検討した。 

 

③宇宙法模擬裁判大会事前調整、国際シンポジウム 

令和 5 年度に本学にて実施予定の宇宙法模擬裁判大会に向けて、国際宇宙法学会の世界本部

（フランス・パリ）を訪問し、理事会において宇宙法模擬裁判大会アジア・太平洋地区大会の日本

開催（学習院大学での実施）が承認された。その後、本事業の取組が国際宇宙法学会において高

く評価されたため、世界本部から理事やアジア・太平洋地区大会において裁判判事の候補者とな

る研究者の代わりに会長を招へいし、学習院大学の現地視察を行った。招へい者の都合により本

学一般入試期間中の訪問となったことから、宇宙法に関する国際シンポジウムを開催する代わり

に、研究協力者の所属する慶応義塾大学が主催した宇宙法シンポジウムにおいて招へい者及び

研究協力者による講演を行った。 
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令和 5 年度における実施内容は、以下の通りである。 

 

① 全体統括及び全学共通科目開講 

 

a.全体統括 事業全体の進捗を把握するため、統括会議を 3回開催した。 

b.全学共通科目開講 

全学共通科目「宇宙利用論」を開講した。人文・社会・自然科学の研究者による講義を実施した。

また、外部機関（Space BD、アークエッジスペース、東京海上日動等）と連携して講義を実施した。 

令和 6 年度の大学入学予定者向けにプレ講義を実施し、履修者数確保に向けた積極的な取り

組みを行った。 

 

② 宇宙ビジネス国内研修実施及び海外インターンシップ原案作成 

 

宇宙ビジネスに関する国内研修を実施し、海外インターンシップ原案を作成した。 

国内研修については、令和4年度に引き続きSpace BDと連携して宇宙技術開発の現状を学び

新たな宇宙ビジネスの提案を行う研修を実施した。 

海外インターンシップについては、令和 4 年度に選定した候補先と実施時期や実施内容につい

て交渉し、令和 6年 9月に実施することで合意した。参加学生の感染症対策及び高騰する旅費や

受入機関の体制を考慮し、現地訪問またはオンライン受講の両面から実施方式を検討した。現地

訪問が実施できない場合はオンライン受講形式で実施することとした。 

第 67 回宇宙科学技術連合講演会での研究報告及び研究交流を通じて協力機関を増やし、研

修内容の充実に向けた取り組みを行った。 

 

③ 宇宙法模擬裁判大会アジア・太平洋地区大会及び国際シンポジウム実施 

 

宇宙法模擬裁判大会アジア・太平洋地区大会及び終了後に関連事業として大会参加者や国内

外の宇宙法研究者による国際シンポジウムを実施した。模擬裁判大会については書類選考の上

12チームを招へいした。裁判官役として国外2名、国内16名の研究者を招へいした。実施本部で

ある IISL の Steven Freeland 氏、Gopalakrishnan 氏を招へいした。模擬裁判大会実施に併せて宇

宙法に関する国際シンポジウムを開催した。  

令和 6年度に向けて、日本チームの参加を促進するために積極的な取り組みを行った。具体的

には、国際法学会、APRSAF-29、第 67回宇宙科学技術連合講演会、第 19回宇宙法模擬裁判日

本大会において宇宙法関係者に宇宙法模擬裁判大会告知及び日本チーム参加募集を行った。 
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令和 6年度は以下の通り各事業を実施した。 

 

① 全体統括及び全学共通科目継続開講 

 

a.全体統括 事業全体の進捗を把握するため、統括会議を 4回開催した。 

b.全学共通科目継続開講 

全学共通科目「宇宙利用論」を継続開講した。人文・社会・自然科学の研究者による講義を実

施した。また、宇宙ベンチャー企業等の外部機関と連携して講義を継続実施した。 

令和 7 年度の大学入学予定者向けにプレ講義を実施し、履修者数確保に向けた積極的な取り

組みを行った。 

 

② 宇宙ビジネス国内及び海外研修実施 

 

宇宙ビジネスに関する国内及び海外研修を実施した。 

国内研修については、令和 5 年度に引き続き宇宙ベンチャー企業と連携して宇宙技術開発の

現状を学び新たな宇宙ビジネスの提案を行う研修を実施した。 

海外研修については、海外現地訪問による海外研修を実施した。日本の宇宙産業及びその他

の企業から、事業を海外展開する際の現状と課題について学んだ。 

 

③ 宇宙法模擬裁判大会アジア・太平洋地区大会及び国際シンポジウム実施 

 

宇宙法模擬裁判大会アジア・太平洋地区大会及び終了後に関連事業として大会参加者や国内外

の宇宙法研究者による国際シンポジウムを実施した。模擬裁判大会については書類選考の上 16

チームを招へいした。裁判官役として国内外から研究者と実施本部である IISL理事等の関係者を

合計 22 名招へいした。模擬裁判大会実施に併せて宇宙法に関する国際シンポジウムを開催し

た。 
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4 添付資料 

なし 


